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 MESA studyの参加者 25人に対し，大動脈を描出するMRI検査を 2回行った．検査間隔
は 13 ± 7日とした．画像は，位相コントラスト法を用いて肺動脈レベルの水平断像を取得
した．得た画像より，繰り返し検査における再現性を評価するため，上行大動脈の最大面
積，最小面積，歪度，PWV 等について解析ソフト（ARTFUN）を用いて計測した．次に，
測定者内計測および測定者間計測による再現性は，大動脈を描出する MRI 検査の 1 回目の
画像を用いた．全ての再現性評価ツールとして，級内相関係数（ICC）を用いた． 
 繰り返し検査では，上行大動脈の歪度の再現性は，適度であった（ICC = 0.53, p < 0.01）．
一方，下行大動脈の歪度は，良い再現性であった（ICC = 0.74, p < 0.001）．PWVも良い再
現性であった（ICC = 0.77, p < 0.001）．また，測定者内計測と測定者間計測の再現性は全て
の項目において優れた再現性を示した（測定者内: ICC range, 0.87-0.99; 測定者間: ICC range, 
0.56-0.99）． 
繰り返し検査による再現性は全ての解析で可の評価であった．測定者内計測と測定者間
計測の再現性は全ての解析で優の評価であった．MRI 検査は大動脈の構造と機能を再現性
良く測定できる方法であり，MESA のような大規模研究において，大動脈機能の小さな変
化を検出可能とした． 
